
 

 
 

補完（amodal completion)が生じ､奥の3面の面全体

が見え､面によるエッジと濃淡の重なりで得られる

絵画的手がかりとあわせ､反転しない奥行きで知覚

される。空壁が大きい手前の3面は､奥の3面で埋めら

れ､絵画的手がかりにより､同様に反転しない奥行き

知覚が得られる。アイソメ図では､奥にある同じ大き

さは相対的に大きく感じられるため、奥の面の3面の

まとまりは､手前の３面のまとまりより少し小さい

が違和感はない。これらより、局所的な6方向からの

面全体が知覚され､直感的に局所的分布が把握でき

る。この光環境の表示で複数の点による水平面の層

に展開した例が図-5左､局所的な熱環境の表示の例

が図-5右である。 

 

３．空間全体にわたる光・熱環境の図的表現の試行 

空間全体にわたる光・熱環境の表示は、図-5左の

アイソメ図では、複数の層を重ねると立方体自体に

重複が生じて奥行きが損なわれる。ここでは、スカ

ラー量としての光・熱環境について、空間全体での

立方体表示を考案し試行した。全体を俯瞰する

Axonometric図（以下、アクソメ図）の特徴と表示さ

れる立方体の歪みにより、空間全体で各立方体が重

なった場合でも部分的に面が見えて把握できる方法

を考案した。光・熱環境のそれぞれの試行的な表示

を図-6、図-7に示す。光環境は天井から床に近づく

につれ明るさが減衰、熱環境は壁面から室奥へと温

度が変化している状況を空間全体で把握できる。 

 

４．まとめ 

本研究は、室内中空の3次元的な“奥行き”を、2

次元の図的表現で可視化する画期的な試みといえる。

今後、実用的図法に向けて、研究を進めていく。 

☞詳細情報はこちら 

1)視覚認知を用いた立方体面の離散的配置による光

の場の表示図法､日本図学会大会学術講演論文集、

pp.9-10, 2020.11 

 

図-2 局所的な光・熱放射の3次元表現の限界 

 

 

図-3 立方体面の離散的な配置による表現 

 

非感性的補完（amodal completion） 
 

図-4 明暗面と非感性的補完（amodal completion）

による局所的な奥行き知覚 

 

 

図-5 複数の局所的な光及び局所的な熱の表示 

 

 

 

図-6 空間全体にわたる光環境の試行的な表示 
 

 

図-7 空間全体にわたる熱環境の試行的な表示 
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１．はじめに 

国総研では、平成30年度から3カ年の計画で、事項

立て課題「ライフステージに即したバリアフリー効

果の見える化手法の確立」を進めている。これは、

住環境における活動のしやすさをMETs（Metabolic 

equivalents）という身体活動量を指標として見える

化し、住宅のバリアフリー性能を評価しようとする

ものである。研究2年目の昨年は、評価ツールの具備

すべき機能の検討とその開発を行った。最終年度と

なる今年度は、研究評価ツールの実用化に向けた研

究を行った。以下にその概要を示す。 

２．令和2年度の研究概要 

①評価ツールの実用化に向けた実建物での検証 

居住者の実建物における活動量を簡易活動量計

（HJA-750C Active style Pro（オムロン社））で測

定し、開発した評価ツール（図-1）の評価結果との

比較から、実用化に向けたツールの検証を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 バリアフリー性能評価ツール 
移動の頻度を線の太さで、部屋における活動量を円の大きさで表示 

 

実建物における身体活動量取得のための被験者実

験では、実建物を対象とした評価が評価ツールで可

能かを確認するため、住宅プランの違いと身体活動

量への影響について検証し、延べ12名の被験者に対

し居住実験を行った。住居は戸建て・集合住宅を合

わせ6つ選定し、被験者には簡易活動量計を装着し、

住宅内で通常の生活(24時間・平日・休日)をしてもらっ

た。活動量のデータと評価ツールの算出値とを比較

検証することで、評価ツールの精度の調整をした。 

②居住者の生活行動モデルの把握 

居住者の属性毎の生活行動パターンや行為・行動

を生活行動モデルとして把握（図-2）し、それを評

価ツールへ反映させるため、WEBによるアンケートを

行った。スクリーニングでは、対象者を15から89歳

までの男女を8つの年齢層に区分し、計500件の回答

を得た。本調査では、家族構成や住居形態、身体の

状態等からグルーピングを行い、それらを生活行動

モデルとして提示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 生活行動モデルWeb調査結果の例 

３.おわりに 

コロナ禍の影響もあり、外部の住居を用いた実建

物での検証は出来なくなってしまったが、研究方法

を見直し被験者数を増やした上で被験者の自宅での

計測を行うなどをして、結果、当初の見込みの通り

の成果は上がったと考えている。今後は、社会への

実装と普及について検討したいと考えている。 
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